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＜選定理由＞ 

本取組は、小学校英語必修化を見据えて、小学校英語活動のリーダーの資質を備えた教員を養成しようというプログ

ラムであり、地域社会のニーズに応える先導的な取組として、高く評価できる。取組の具体的内容や連携機関も明確で

あり、他大学のモデルになりうる。 

ただし、既存のカリキュラムにうまく接合されているように見えるものの、取組が目指している教員の資質を修得す

るには、必要な単位数がかなり多い点が懸念される。また、育成すべき能力の評価と質保証のシステムを用意する必要

がある。 これらの点を改善し、地域の需要に応えつつ、「こども英語教育能力認定証」の社会的・公的認知を獲得する

ことを期待する。 
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取組の概要 

 本取組は，地域社会のニーズに応え，これまでの本学の小学校英語の取組をより充実さ

せることによって，小学校で外国語（英語）活動を指導できる人材を養成するものである。

 本学国際人間学部は，こどもの成長を助け教育に携わる人材養成に力を入れてきた。平

成 20 年度より小学校及び幼稚園教諭一種免許状が取得できる養成課程を持つことになり，

小学校で英語を指導できる教員養成が本格的に行えるようになった。この好機に，両学科

のノウハウを統合し，小学校で英語を効果的に指導できる教師養成のためのモデルを構築

する。 

本取組では，実践を重視し，学生が地域の小学校で実習することで指導力をつけると同

時に小学校の英語活動の活性化を図る。また，本学の関連講義を小学校教員にも開放し，

それによって学生が現場のニーズ等を教員から直接聞き，課題に対する解決策を考え，模

擬授業等を体験することで学生と小学校教員の共学の場とする。さらに地域の英語活動に

おけるニーズを調査・分析し，それに基づき，地域に根ざした教材やカリキュラム等を開

発する。このこども英語教育能力を養成する課程を学ぶことによって，小学校英語指導の

即戦力となり，地域で英語活動を推進するリーダーになることが期待できる。それにより，

保育所・幼稚園での英語教育，中学校での英語教育への連携を促され，地域英語教育力の

活性化への貢献となる。 

本取組の骨子は以下の通りである。 

 １）学生と小学校教員の共学・協働による英語指導実践力の育成 

 ２）イベント等の企画運営の体験を通したリーダーの資質の涵養 

 ３）これまでの認定証を発展的に統合した「こども英語教育能力認定証」の授与 

 ４）行政・学校・大学が一体となった地域英語教育力向上のための学生参加型ネットワ

ーク作り 
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